
困
難
な
時
こ
そ
、

労
働
組
合
の
出
番

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
か
ら

1
年
余
り
が
経
過
し
ま
し
た
。
現

場
で
は
、
人
員
不
足
や
資
材
の
不

足
に
よ
る
業
務
の
ひ
っ
迫
に
加

え
、
受
診
抑
制
な
ど
に
よ
る
経
営

難
か
ら
、
賃
金
・
労
働
条
件
の
不

利
益
変
更
な
ど
、多
く
の
不
安
・
不

満
が
渦
巻
き
、
医
療
・
介
護
労
働

者
が
お
か
れ
て
い
る
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
労
働
組
合
が
不
安
・
不
満
の

受
け
皿
と
な
り
、
寄
り
添
い
な
が

ら
問
題
の
改
善
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
新
歓
の
取
り
組
み
で

は
、
新
入
職
員
の
方
か
ら
組
合
事

務
所
を
訪
ね
、
加
入
書
を
持
っ
て

き
た
と
い
う
報
告
が
い
く
つ
も
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

っ
て
職
場
が
厳
し
く
な
る
中
で
、

労
働
組
合
に
対
す
る
期
待
が
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
す
。

仲
間
を
増
や
し
、

一
つ
ひ
と
つ
改
善
を

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
労
働
組

合
が
現
場
の
期
待
に
応
え
、
実
態

を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
現
場
の

仲
間
を
組
織
す
る
と
い
う
こ
と
が

第
一
義
的
課
題
と
な
り
ま
す
。
今

の
医
療
・
介
護
現
場
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
制
約
が
あ
り
ま
す
が
、
工
夫

し
な
が
ら
、
で
き
る
範
囲
の
中
で

協
力
し
合
い
、
改
善
を
勝
ち
取
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
組
合
員
に
、
現

場
の
不
安
や
不
満
を
声
に
し
て
出

し
て
も
ら
う
こ
と
、
職
場
集
会
や

交
渉
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
一
言

で
も
現
場
の
改
善
を
訴
え
て
も
ら

う
こ
と
等
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、

現
場
と
一
緒
に
な
っ
て
改
善
を
勝

ち
取
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
何
よ
り
、
「
労
働
組
合
に

入
っ
て
変
え
よ
う
」
と
声
を
掛

け
、
仲
間
を
増
や
す
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

取
り
組
み
を
発
信

し
よ
う

「
残
業
が
多
く
な
り
、
子
ど
も

の
お
迎
え
が
遅
く
な
る
こ
と
が
増

え
た
。
延
長
保
育
料
を
ど
う
に
か

で
き
な
い
か
」
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

っ
て
、
職
員
の
生
活
や
家
計
に
も

さ
ま
ざ
ま
な
負
担
が
生
じ
て
い
ま

す
。
多
く
の
労
働
組
合
が
、
職
員

の
こ
う
し
た
声
に
応
え
よ
う
と
奮

闘
し
て
い
ま
す
。
現
場
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
ま
す
が
、
公
的
な
支

援
が
不
十
分
な
が
ら
も
実
施
さ
れ

て
お
り
、
問
題
の
解
決
を
図
る
こ

と
が
可
能
な
状
況
に
あ
る
と
い
え

ま
す
。

必
要
な
こ
と
は
、
現
場
に
埋
も

れ
て
い
る
問
題
・
課
題
を
掘
り
起

こ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、労
働
組
合
が
あ
る
こ
と
、

職
員
の
不
安
や
不
満
の
声
を
受
け

止
め
改
善
の
た
め
に
一
緒
に
た
た

か
う
存
在
で
あ
る
こ
と
を
発
信
し

て
、
知
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と

が
重
要
で
す
。
賃
金
・
一
時
金
の

カ
ッ
ト
を
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
、

カ
ッ
ト
さ
れ
た
一
時
金
を
取
り
戻

せ
た
こ
と
な
ど
、
「
労
働
組
合
な

ら
変
え
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を

積
極
的
に
知
ら
せ
て
い
く
こ
と
が

肝
心
で
す
。

「
医
労
連
の
仲
間
」を

増
や
そ
う

日
本
医
労
連
は
2
年
連
続
で
組

合
員
が
減
勢
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
医
療
・
介
護
・
社
会
保

障
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く
な

る
中
で
、
日
本
医
労
連
に
求
め
ら

れ
る
役
割
は
増
し
て
い
ま
す
。
こ

の
間
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療
・

介
護
現
場
の
実
態
を
調
査
・
発
信

し
、
厚
労
省
に
要
請
す
る
こ
と
で

病
院
や
介
護
事
業
所
へ
の
支
援
の

拡
充
等
を
実
現
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
日
本
医
労
連
と
い
う
産
別
労

働
組
合
を
大
き
く
す
る
こ
と
は
、

私
た
ち
の
要
求
を
実
現
す
る
た
め

の
大
き
な
力
に
も
な
り
ま
す
。
企

業
内
の
意
識
に
と
ど
ま
る
こ
と
な

く
、
「
医
労
連
の
仲
間
の
要
求
を

実
現
す
る
」
「
医
労
連
の
仲
間
を

増
や
す
」
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ

と
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

20
万
医
労
連
の
早
期
実
現
の
た

め
に
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
み
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

【重点課題】
◆「新人１００％加入」を必ず達成しよう
年間を通じて計画的・反復的に取り組みを

すすめ、１００％加入を追求しましょう
◆非正規雇用の仲間を迎え入れよう
コロナ禍は、とりわけ「社会的弱者」にし

わ寄せがきます。非正規雇用職員の要求実現
と結び付けて、仲間を増やしましょう
◆転退職者を県個人加盟につなげよう
残念ながら、転職してしまう組合員もいる

かもしれませんが、医労連の仲間として県個
人加盟組合に加入してもらいましょう。その
ためにも、医労連共済を推進しましょう

5
月
20
日
、
日
本
医
労
連
は
全
労
連
、
中

央
社
保
協
、
医
団
連
、
医
療
三
単
産
と
共
同

で
「
『
い
の
ち
署
名
』
採
択
め
ざ
す
中
央
行

動
」
を
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
で
実
施
し
ま

し
た
。

行
動
提
起
で
日
本
医
労
連
・
森
田
進
書
記

長
は
、
「
大
き
な
共
同
行
動
で
取
り
組
ん
だ

『
い
の
ち
署
名
』
の
推
進
に
よ
っ
て
、
地
域

医
療
と
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
運
動

は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
な
取
り
組
み
に
な

り
ま
す
。
採
択
め
ざ
し
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

署署
名名
累累
計計
６６３３
万万
筆筆
超超
ええ

紹紹
介介
・・
賛賛
同同
議議
員員
１１
３３
３３
人人

自自
治治
体体
意意
見見
書書
１１
９９
７７
自自
治治
体体
でで
採採
択択

い
の
ち
署
名
は
、
5
月
20
日
時
点
の
累
計

で
63
万
2
1
0
2
筆
の
到
達
と
な
り
、
20
日

は
21
万
筆
の
署
名
を
提
出
し
ま
し
た
。
集
会

に
は
、
11
人
の
国
会
議
員
と
8
人
の
秘
書
が

来
場
し
、激
励
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。会
場
に

は
、
1
0
3
人
が
参

加
し
、
ツ
イ
ッ
タ
ー

配
信
で
全
国
か
ら
も

視
聴
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
会
で
は
、

い
の
ち
署
名
の
紹
介

・
賛
同
議
員
1
3
3

人
に
お
礼
の
訪
問
と
、
紹
介
議
員
に
は
追
加

の
署
名
を
届
け
、
賛
同
議
員
に
は
、
紹
介
議

員
応
諾
の
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

医
療
・
介
護
現

場
の
夜
勤
人
員
不

足
が
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。
夜
勤
負

担
軽
減
と
安
全
性

を
守
る
た
め
に
入

院
患
者
数
や
救
急

車
の
受
け
入
れ
を
制
限
せ
ざ
る
を

得
な
い
事
態
に
直
面
し
て
い
ま
す

▼
看
過
で
き
な
い
の
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
専
用
病
棟
の
設
置
に
伴
い
、

就
業
規
則
に
「
月
の
変
形
労
働
時

間
制
」
を
明
記
せ
ず
16
時
間
夜
勤

が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
違
法
行
為
は
論
外
で

す
。
2
交
替
の
撤
回
と
8
時
間
以

上
働
い
た
分
の
時
間
外
労
働
を
直

ち
に
求
め
る
べ
き
で
す
▼
変
形
労

働
時
間
制
は
、
1
勤
務
あ
た
り
8

時
間
以
上
の
労
働
を
強
制
し
な
が

ら
時
間
外
手
当
の
支
給
が
免
除
さ

れ
る
た
め
使
用
者
側
に
と
っ
て
好

都
合
な
法
律
で
す
。
た
だ
し
、
こ

の
法
律
の
目
的
は
、
繁
閑
期
が
明

確
な
業
種
を
対
象
に
年
間
の
総
労

働
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
に
あ
る

こ
と
を
正
し
く
理
解
し
、
運
用
さ

れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
医
療

・
介
護
現
場
は
1
年
中
が
繁
忙
期

で
す
か
ら
、
変
形
労
働
時
間
制
の

対
象
外
の
業
種
で
す
▼
も
う
一
つ

重
要
な
こ
と
は
、
1
勤
務
当
た
り

8
時
間
以
上
も
働
か
せ
る
こ
と
か

ら
労
働
者
保
護
の
た
め
1
度
確
定

し
た
勤
務
シ
フ
ト
は
、
厳
格
に
遂

行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
業
務
の
都
合
で
任
意
に
変
更

す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
結
論
と
し
て
、
病
欠
な
ど
で

常
に
勤
務
交
代
が
行
わ
れ
る
医
療

・
介
護
現
場
に
は
、
変
形
労
働
時

間
制
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
8
時
間
以
上
の
夜
勤
を
行

わ
せ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
使
用
者

は
割
増
の
時
間
外
手
当
を
支
払
う

べ
き
で
す
。

「
い
の
ち
署
名
」

採
択
め
ざ
す
中
央
行
動

コロナ禍だからこそ仲間を増やそうコロナ禍だからこそ仲間を増やそう
日本医労連・組織共闘局長 米沢 哲日本医労連・組織共闘局長 米沢 哲
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増えた＝12％NA＝４％

減った＝49％

変わらない＝35％

「声」聞いて 現場の

未取得＝２％ NA＝４％

20万円＝４％

５万円＝90％
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日本医労連は、加盟労働組合のある、
高齢福祉・障がい福祉・児童福祉事業
所に対し「新型コロナウイルス対策」
に関するアンケートを実施し135事業
所より回答集約し、5月31日に厚生労
働省で記者発表を行いました。

【調査目的】現場の実態や必要として
いることを把握し国や自
治体に必要な対策を要請
する

【調査期間】2021年4月1日
～5月14日

【対象期間】2021年1月1日
～3月31日

会
見
冒
頭
、
森
田
し
の
ぶ
中
央

執
行
委
員
長
が
、
「
3
密
が
回
避

で
き
な
い
介
護
・
福
祉
の
現
場
は
、

心
身
と
も
に
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ

で
利
用
者
さ
ん
を
支
え
、
職
場
を

守
っ
て
い
ま
す
。
早
急
に
国
の
責

任
で
物
資
調
達
・
財
政
補
償
な
ど

の
補
填
を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

寺
田
中
執
が
調
査
結
果
に
つ
い

て
、
昨
年
の
調
査
結
果
の
「
5
つ

の
不
足
」
（
衛
生
物
資
、
体
制
、

補
償
、
設
備
、
情
報
）
か
ら
1
年

経
過
し
て
も
解
消
に
至
っ
て
い
な

い
実
態
と
、
そ
の
こ
と
に
起
因
し

て
、
新
た
に
介
護
・
福
祉
従
事
者

に
生
じ
て
い
る
メ
ン
タ
ル
の
課

題
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
・
希
望
者
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
要
望
が
寄

せ
ら
れ
た
こ
と
な
ど
報
告
し
ま
し

た
。（
以
下
、
調
査
結
果
概
要
）

▼
深
刻
な
感
染
拡
大
の
状
況

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
者
ま
た
は
感

染
疑
い
に
つ
い
て
、
職
員
「
有
」

は
22
％
（
30
事
業
所
）
の
割
合
で

し
た
。
昨
年
の
調
査
で
は
職
員
の

感
染
は
0
だ
っ
た
の
で
、
職
員
に

も
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
利
用
者
「
有
」
は

31
％
（
42
事
業
所
）
の
割
合
で
し

た
。
昨
年
の
6
％
（
11
事
業
所
）

と
比
較
し
て
も
、
感
染
拡
大
の
深

刻
さ
が
伺
え
ま
す
。
感
染
ま
た
は

感
染
疑
い
が
「
有
」
の
回
答
は
、

職
員
・
利
用
者
と
も
に
在
宅
系
サ

ー
ビ
ス
か
ら
の
回
答
が
比
較
的
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
陽
性
者
発
生
時
の
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
者
が
発
生
し

た
場
合
の
事
業
所
の
運
営
状
況
に

つ
い
て
（
複
数
回
答
可
）
、
最
も

多
か
っ
た
回
答
は
、
「
利
用
・
入

所
制
限
」
65
％
（
88
事
業
所
）
、

次
い
で
、
「
サ
ー
ビ
ス
制
限
」
56

％
（
75
事
業
所
）
、
「
面
会
制
限
」

55
％
（
71
事
業
所
）
、
「
事
業
休

止
」49
％（
66
事
業
所
）で
し
た
。

陽
性
者
の
発
生
状
況
に
よ
っ
て
、

事
業
休
止
や
制
限
な
ど
対
応
を
変

更
し
て
い
る
状
況
が
伺
え
ま
す
。

▼
職
員
の
休
業
制
度
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
に
起
因
す
る
休
業

制
度
に
つ
い
て
は
、
7
割
の
事
業

所
が
「
休
業
制
度
あ
り
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
が
、
賃
金
保
障
の
有

無
に
つ
い
て
見
る
と
、
「
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
」
の
場
合
は
99
％
が
有

給
保
障
さ
れ
る
の
に
対
し
、
「
子

の
休
校
・
休
園
」
で
休
む
場
合
に

有
給
保
障
さ
れ
る
施
設
は
60
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
前
年
の
調

査
と
比
較
す
る
と
、
「
休
業
制
度

あ
り
」
の
事
業
所
の
割
合
、
有
給

保
障
さ
れ
る
割
合
は
い
ず
れ
も
引

き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。（
表
参
照
）

▼
賃
金
に
つ
い
て

慰
労
金
の
取
得
状
況
に
お
い
て

は
、「
20
万
円
の
慰
労
金
の
取
得
」

が
4
％
、
「
5
万
円
」
が
90
％
、

「
未
取
得
」
が
2
％
で
し
た
。
（
グ

ラ
フ
1
参
照
）

慰
労
金
を
含
ま
ず
に
、
昨
年
の

年
収
と
比
較
す
る
設
問
項
目
を
設

け
た
と
こ
ろ
、
「
増
え
た
」
は
12

％
、
「
減
っ
た
」
が
49
％
、
「
変

わ
ら
な
い
」
が
35
％
で
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
協
力
が
あ
っ
た
事
業
所

の
半
数
近
く
が
、
昨
年
よ
り
も
年

収
が
「
減
っ
た
」
と
回
答
し
て
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
業
務
が
過
酷

を
極
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
年
収
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。

（
グ
ラ
フ
2
参
照
）

国
の
支
援
は
急
務

自
由
記
載
で
は
、
1
年
以
上
も

続
く
緊
張
状
態
で
精
神
的
な
不
安

を
訴
え
る
記
述
が
多
数
あ
り
ま
し

た
。
介
護
・
福
祉
従
事
者
へ
の
一

刻
も
早
い
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
が
必
要

で
す
。
（
現
場
の
「
声
」
参
照
）

最
後
に
、米
沢
哲
書
記
次
長
が
、

「
想
像
し
て
ほ
し
い
。
マ
ス
ク
を

し
て
、
ゴ
ー
グ
ル
を
し
て
、
洋
服

を
着
て
、
そ
の
上
に
ガ
ウ
ン
を
着

て
、
お
風
呂
で
介
助
を
す
る
。
そ

れ
を
1
年
以
上
続
け
て
き
て
、
終

わ
り
も
見
え
な
い
。
心
身
と
も
に

負
荷
が
強
い
な
か
で
介
護
・
福
祉

の
現
場
は
精
神
的
に
も
肉
体
的
に

も
限
界
を
超
え
て
い
る
。
一
刻
も

早
い
国
の
支
援
が
必
要
」
と
訴
え

会
見
を
終
え
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
福
祉
部
会
は
、
5

月
28
日
、
衆
議
院
議
員
会
館
で
、

「
障
害
者
福
祉
・
児
童
福
祉
を
め

ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
」
厚
労
省
に

要
請
し
ま
し
た
。

要
請
に
は
、
日
本
医
労
連
の
佐

々
木
悦
子
中
央
副
執
行
委
員
長
を

は
じ
め
、
福
祉
部
会
運
営
委
員
5

人
と
、
大
阪
日
赤
の
大
手
前
整
肢

学
園
の
現
場
か
ら
2
人
が
Ｗ
ｅ
ｂ

参
加
し
ま
し
た
。
厚
労
省
側
は
14

人
が
対
応
し
ま
し
た
。

要
請
の
冒
頭
、
過
去
最
高
の
集

約
数
と
な
っ
た
「
児
童
・
障
害
福

祉
施
設
の
人
員
配
置
の
引
き
上
げ

を
求
め
る
団
体
署
名
」
3
0
5
筆

が
佐
々
木
副
委
員
長
か
ら
、
厚
労

省
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

﹇
交
渉
の
様
子
﹈

▼
福
祉
・
介
護
職
員
特
定
処
遇
改

善
加
算
に
つ
い
て
、
Ｗ
ｅ
ｂ
参
加

者
か
ら
は
、
「
処
遇
改
善
交
付
金

の
支
給
は
、
赤
字
を
理
由
に
来
年

は
支
給
で
き
な
い
か
も
と
言
わ
れ

て
い
る
。
職
員
へ
の
分
配
だ
と
は

っ
き
り
示
し
て
ほ
し
い
」と
訴
え
、

厚
労
省
は
、
「
自
治
体
に
周
知
徹

底
す
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
ま

た
、
通
則
法
で
一
定
補
償
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
加
算
対
象
外
と
さ
れ

て
い
る
国
立
病
院
機
構
に
働
く
介

護
職
も
対
象
に
す
る
よ
う
強
く
要

請
し
ま
し
た
。

▼
人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
「
一

律
で
の
引
き
上
げ
は
、
慎
重
に
対

応
す
る
。
手
厚
い
配
置
に
は
加
算

で
評
価
し
て
い
る
」
と
い
う
回
答

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
一
方
で
、

「
令
和
3
年
度
に
は
乳
児
院
で
の

一
時
保
護
期
間
中
か
ら
の
加
算
適

用
の
方
向
」
や
、
「
今
改
訂
で
、

日
常
的
に
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

障
害
児
に
対
し
て
の
看
護
提
供
が

評
価
さ
れ
た
」
と
し
ま
し
た
。

▼
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
、
Ｗ
ｅ

ｂ
参
加
者
か
ら
、
「
入
所
者
か
ら

発
熱
者
が
で
る
と
ビ
ク
ビ
ク
し
、

大
変
な
労
力
を
要
す
る
。
入
所
数

制
限
し
て
い
る
こ
と
で
赤
字
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
国
か
ら
の

支
援
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

寺
田
中
執
か
ら
、
疲
弊
す
る
現

場
に
つ
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
「
現

場
職
員
を
支
え
る
意
味
で
、
『
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
よ
う
』
と
国

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
を
」
と

要
請
し
、
引
き
続
き
諸
課
題
の
改

善
に
向
け
検
討
を
求
め
ま
し
た
。

メンタルヘルス
�職員の多くが１年以上感染させないために自
粛生活を続けています。相当なストレスのや
り場もなく苦しい
�レクリエーションなどのボランティアの入館
も制限している。利用者さんもストレス
�クラスター発生の際のメンタルヘルス対策等
社会全体で守っていくべき
�コロナ感染の恐怖のなか、利用者にうつすか
もしれないと、生活を制限しながら生きている
�ストレスや負担が多いことを知ってほしい
PCR検査・ワクチン
�希望者のワクチン接種、頻回の PCR 検査の
実施を
�高齢者に関わるスタッフにワクチン接種を早
急に！
�PCR検査の定期実施を
その他
�現場を守っているスタッフも守って
�オリンピックをしている場合じゃない！
�ケアスタッフが恒常的に不足している
�職員が休める人員体制にして。リフレッシュ
もできない！
�慰労金に差をつけないで

表：休業体制
前回 今回

休業制度ありの事業所 53％ 70%

有
給
保
障

新型コロナ感染休業 74% 99%
感染疑い休業 73% 84%
子の休園・休校休業 46% 60%

介
護
・
福
祉
従
事
者
を

介
護
・
福
祉
従
事
者
を

ＰＰ
ＣＣ
ＲＲ
検検
査査

ワワ
クク
チチ
ンン
置置
きき
ざざ
りり
にに
しし
なな
いい
でで

グラフ1

国の支援早急に国の支援早急に国の支援早急に
慰労金の取得状況

介護・福祉コロナ調査

Web参加者の要請を聞く様子

障害児・児童福祉

コロナ禍でがんばる
福祉現場の改善を
コロナ禍でがんばる
福祉現場の改善を

グラフ2前年との年収比較

厚労省要請
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５
月
２８
日
、
日
本
医
労
連
は
「
役
員
セ

ミ
ナ
ー
２
０
２
１
」
を
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
し
ま

し
た
。
６
全
国
組
合
３０
県
医
労
連
か
ら
１

８
０
人
以
上
が
参
加
し
ま
し
た
。

「日向ぼっこ」は、「すべての子どもに社会的養護
を」の視点で、「居場所」「相談」「発信」の3つの
柱を軸に活動をしています。居場所、進学、就職、再
就職など子どものニーズに沿ったサポートを行うなか
で、子ども自身の意思を尊重し、その意見に寄り添う
ケアを実践しています。そうした手厚いケアには人員
が不足しているとし、「こぼれ落ちる子をつくらず質
の高い福祉の提供には、人員不足の解消と人材育成が
必要」また、「人材集めには、活動に見合う対価も必
要」と福祉分野の処遇改善の必要性も指摘しました。
最後に、「労働組合の活躍に期待しています」とエー
ルをいただきました。

2
0
1
8
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
次
世
代
育
成
セ
ミ
ナ
ー
は
、
昨
年

度
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
開
催
を
中

止
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
開
催
方

法
を
Ｗ
ｅ
ｂ
に
し
て
、
希
望
者
が
参

加
で
き
る
「
役
員
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
森
田
し
の
ぶ
中
央
執
行
委

員
長
は
「
学
習
の
場
を
止
め
ず
、
本

セ
ミ
ナ
ー
の
学
び
を
通
じ
て
、
今
後

の
賃
金
や
一
時
金
交
渉
に
役
立
て
、

日
々
の
労
働
組
合
運
動
に
繋
げ
て
ほ

し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
明
治
大

学
専
門
職
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ

ジ
ネ
ス
研
究
科
教
授
の
山
口
不
二
夫

氏
か
ら
「
医
療
法
人
の
財
務
諸
表
の

読
み
方
と
経
営
分
析
」
と
題
し
て
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
経
営
分
析
の
有
用
性

の
一
つ
に
、
公
共
や
政
府
分
野
の
監

視
を
積
極
的
に
市
民
が
行
う
必
要
が

あ
り
、
医
療
法
人
の
監
視
に
つ
い
て

は
、
労
組
の
監
視
が
重
要
に
な
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
経
営
分
析

の
基
礎
で
は
、
5
年
〜
10
年
の
財
務

デ
ー
タ
か
ら
、経
年
変
化
を
比
較
し
、

そ
の
時
々
の
ト
レ
ン
ド（
経
営
背
景
）

や
見
落
と
し
を
発
見
す
る
こ
と
が
鍵

と
な
り
、
財
務
の
分
析
力
を
身
に
着

け
て
必
要
な
情
報
を
開
示
さ
せ
て
い

く
こ
と
の
重
要
性
が
語
ら
れ
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
の
、
経
営
者
の
投
資

に
対
す
る
質
問
に
つ
い
て
は
、
「
経

営
者
に
将
来
の
収
支
の
予
測
を
必
ず

出
さ
せ
る
こ
と
。
労
使
で
検
討
・
確

認
し
、
計
画
を
納
得
い
く
ま
で
、
問

い
た
だ
す
こ
と
が
重
要
」
と
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

5
月
25
日
、
「
第
32
回
児
童
・

障
害
福
祉
労
組
全
国
学
習
交
流
集

会
」
を
Ｗ
ｅ
ｂ
で
開
催
し
、
2
全

国
組
合
9
県
医
労
連
か
ら
24
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

集
会
は
、
棚
原
部
会
長
が
開
会

挨
拶
を
務
め
、
寺
田
中
執
が
基
調

報
告
を
行
い
ま
し
た
。「
集
会
の
目

的
を
皆
さ
ん
と
再
確
認
し
た
い
」

「
社
会
情
勢
を
学
び
、福
祉
部
会
の

方
針
に
結
集
す
る
こ
と
。
人
材
確

保
対
策
と
制
度
改
善
の
運
動
を
皆

さ
ん
で
す
す
め
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
、
方
針
提
案
し
ま
し
た
。

「
誰
の
た
め
に
、何
の
た
め
に
」

指
定
報
告
で
は
、
沖
縄
の
育
成

福
祉
会
労
働
組
合
の
平
石
組
合
長

よ
り
、「
非
正
規
の
仲
間
を
組
合
に

迎
え
、過
半
数
組
織
を
実
現
」と
題

し
て
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

右
も
左
も
わ
か
ら
ず
、
組
合
長
の

バ
ト
ン
を
引
き
継
い
だ
平
石
さ
ん

は
、労
働
組
合
と
し
て「
誰
の
た
め

に
、何
の
た
め
に
」の
原
点
に
立
ち

返
り
組
合
活
動
を
す
す
め
、
非
正

規
の
労
働
条
件
改
善
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
非
正
規
の
組
織
化
が
進

ん
で
過
半
数
組
合
に
な
る
ま
で
の

経
過
や
、
ア
イ
デ
ア
満
載
の
組
合

活
動
を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
疑
の
後
は
、
参
加
者
同
士
で

活
発
な
情
報
交
流
が
行
わ
れ
ま
し

た
。最

後
に
佐
々
木
中
央
副
執
行
委

員
長
が
、
「
利
用
者
へ
の
手
厚
い

ケ
ア
の
た
め
に
も
、
私
た
ち
労
働

者
の
賃
金
・
労
働
条
件
を
改
善
し
、

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
に
す
る
た

め
、一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」

と
ま
と
め
、
鎌
倉
中
央
副
執
行
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会

し
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
「
『
働
く
と
は
？
』

『
労
働
組
合
と
は
？
』
の
問
い
か

ら
、
自
身
の
『
生
活
』
を
見
つ
め

て
ほ
し
い
。生
活
は
無
期
で
あ
り
、

個
人
の
労
働
力
（
身
体
的
・
精
神

的
・
知
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
は
回
復

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
『
労
働
力
の
酷
使
は
命
の

酷
使
』
に
値
し
、
労
働
安
全
衛
生

活
動
や
労
働
組
合
は
、命
と
生
活
、

尊
厳
を
守
る
バ
リ
ケ
ー
ド
」
と
語

ら
れ
、
「
生
活
の
質
（
ゆ
と
り
）

と
労
働
条
件
は
連
動
す
る
。
自
身

の
労
働
条
件
に
こ
だ
わ
り
、
他
人

ま
か
せ
に
し
な
い
こ
と
。
労
基
法

は
最
低
限
の
ル
ー
ル
で
あ
り
、
直

接
交
渉
し
て
労
働
条
件
の
改
善
を

勝
ち
取
る
こ
と
が
重
要
。
要
求
を

必
ず
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
の

は
、
自
ら
の
人
権
感
覚
を
研
ぎ
澄

ま
せ
、
一
人
ひ
と
り
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
」
と
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
労
働
組
合
で
必
ず

要
求
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
コ

ロ
ナ
禍
の
な
か
で
『
集
ま
る
』
と

は
別
の
手
段
（
電
話
や
ラ
イ
ン
で

の
対
話
、
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
、
動

画
作
成
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
）
で
も
組

織
化
の
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
。

当
事
者
の
発
信
（
声
）
、
運
動
の

『
見
え
る
化
』
が
、
変
化
を
起
こ

す
原
動
力
に
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
だ

か
ら
こ
そ
、
要
求
に
こ
だ
わ
り
、

声
を
集
め
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
。
社

会
的
な
世
論
を
動
か
そ
う
」
と
激

励
が
あ
り
ま
し
た
。

５５
月月
２２４４
日日
、、
日日
本本
医医
労労
連連
・・
青青
年年
協協
議議

会会
はは
「「
青青
年年
学学
習習
交交
流流
集集
会会
」」
をを
ＷＷ
ｅｅ
ｂｂ

開開
催催
しし
まま
しし
たた
。。
５５
全全
国国
組組
合合
２２２２
都都
道道
府府

県県
かか
らら
５５６６
人人
以以
上上
がが
参参
加加
しし
まま
しし
たた
。。

開
会
に
あ
た
り
、
長
田
一
徳

副
議
長
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ

っ
て
も
全
国
の
青
年
の
顔
を
み

る
と
元
気
が
沸
き
、
全
国
の
青

年
の
繋
が
り
は
大
事
」「
2
0
2

1
年
は
衆
議
院
選
挙
が
あ
り
、

政
治
が
変
わ
る
チ
ャ
ン
ス
。
私

た
ち
の
一
票
が
大
切
と
な
る
。

医
療
従
事
者
へ
の
手
厚
い
支
援

を
政
府
に
訴
え
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
共
に
学
び
交
流
し
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
要
求
討
議
と
模
擬
団

交
を
実
施
し
ま
し
た
。
分
散
会

に
分
か
れ
、
「
職
場
の
不
満
ア

ン
ケ
ー
ト
」の
結
果
を
も
と
に
、

職
場
の
実
態
や
労
働
条
件
に
つ

い
て
交
流
し
、
模
擬
団
交
に
向

け
た
要
求
と
し
て
ま
と
め
ま
し

た
。全
体
会
の
模
擬
団
交
で
は
、

米
沢
哲
書
記
次
長
を
悪
徳
理
事

長
役
に
見
立
て
、
各
分
散
会
で

出
さ
れ
た
増
員
・
賃
上
げ
の
要

求
や
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の

実
態
を
訴
え
ま
し
た
。団
交
後
、

米
沢
書
記
次
長
か
ら
悪
徳
理
事

長
側
と
し
て
の
感
想
や
ま
と
め

が
あ
り
、
参
加
者
は
、
職
場
要

求
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

全
体
交
流
企
画
で
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
「
青

年
協
版
ボ
ブ
ジ
テ
ン
」を
実
施
。

「
デ
モ
」
「
ベ
ア
」
な
ど
カ
タ

カ
ナ
言
葉
を
日
本
語
だ
け
で
説

明
す
る
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
画
面

に
は
参
加
者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

ま
し
た
。

閉
会
に
あ
た
り
、
春
山
未
央

副
議
長
は
、
「
日
常
の
多
く
の

時
間
を
占
め
る
労
働
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
や
、
自
ら
の
労
働

条
件
へ
の
関
与
を
保
障
し
た
憲

法
28
条
は
大
切
」
「
本
日
の
学

び
を
持
ち
帰
り
、
活
動
を
広
め

て
も
ら
い
た
い
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
模
擬
団
交

に
つ
い
て
「
コ
ロ
ナ
で
団
交
が

で
き
て
お
ら
ず
、
模
擬
と
い
う

形
で
あ
っ
た
が
、
久
々
に
団
交

が
で
き
て
テ
ン
シ
ョ
ン
が
あ
が

っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

講
演

働
く
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

講師の山口不二夫氏

「
役
員
セ
ミ
ナ
ー
」開
講

「
役
員
セ
ミ
ナ
ー
」開
講

日
本
医
労
連

日
本
医
労
連

コ
ロ
ナ
禍
で「
お
か
し
い
」に
気
づ
い
た
ら

岡
山
県
労
働
者
学
習
協
会

長
久
啓
太
氏

財務諸表を
読み解こう

Zoomによる講演の様子

開会挨拶をする森田しのぶ中央執行委員長
＝２８日、日本医療労働会館

青年の要求実現へ

利
用
者
の
た
め
の
制
度
改
善
を

利
用
者
の
た
め
の
制
度
改
善
を

２０２０年度青年学習交流集会

児
童
・
障
害
福
祉
労
組
全
国
学
習
交
流
集
会

児
童
・
障
害
福
祉
労
組
全
国
学
習
交
流
集
会

第
３２
回

第
３２
回

すべての子どもに
社会的養護を
NPO法人 日向ぼっこ

木本ゆう氏
NPO法人 日向ぼっこ

木本ゆう氏

講
演
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5
月
21
日
、
日
本
医
労
連
は
2
0

2
2
年
度
の
厚
労
省
の
概
算
要
求
書

に
関
す
る
要
請
を
行
い
、
森
田
し
の

ぶ
中
央
執
行
委
員
長
は
じ
め
、
役
員

5
人
が
参
加
し
ま
し
た
。厚
労
省
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

本
部
、
医
政
局
、
労
働
基
準
局
、
社

会
・
援
護
局
、保
健
局
、老
健
局
、雇
用

環
境
・
均
等
局
が
対
応
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
森
田
委
員
長
は
挨
拶
の
中

で
、
5
月
20
日
、
委
員
会
採
択
さ
れ

成
立
が
確
実
と
な
っ
て
い
た
病
床
削

減
推
進
の
医
療
法
改
悪
案
に
触
れ
、

「
コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
な
か
で
許
さ

れ
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
怒
り
を
表

明
し
ま
し
た
。
要
請
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
「
救
え
る
い
の
ち
も
救

え
な
い
」事
態
に
直
面
す
る
な
か
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
強
化
、
感
染
症

病
床
の
必
要
数
の
確
保
を
は
じ
め
と

す
る
医
療
・
介
護
の
提
供
体
制
を
拡

充
、
医
療
・
介
護
従
事
者
の
大
幅
増

員
な
ど
、
誰
も
が
安
心
し
て
必
要
な

医
療
・
介
護
が
受
け
ら
れ
る
制
度
の

実
現
に
資
す
る
概
算
要
求
と
な
る
よ

う
要
請
し
ま
し
た
。
厚
労
省
は
、
感

染
症
病
床
や
保
健
所
の
拡
充
に
つ
い

て
、
必
要
性
は
十
分
に
認
識
し
て
い

る
が
、
オ
ン
タ
イ
ム
で
事
態
が
推
移

し
て
い
る
中
で
「
具
体
的
な
整
備
目

標
は
出
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
今

回
の
事
態
を
分
析
し
な
が
ら
必
要
数

を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
と

述
べ
ま
し
た
。

各
省
庁
の
概
算
要
求
は
8
月
ま
で

に
ま
と
め
ら
れ
、
財
務
省
に
提
出
さ

れ
ま
す
。

日本医労連規約第10条、第11条にもとづき第71回定期大会の開催
を下記の通り公示します。
昨年に続き、コロナ禍のもとで開催される日本医労連第71回定期
大会は、オンライン（Zoom）を併用しながら全代議員参加による定
期大会として開催します。日程は従来の定期大会より短い2日間と
しますが、代議員発言をできる限り保障するために、産別スト権投
票及び役員選挙は事前郵送による直接無記名投票とします。

記
1．開催日時

2021年7月20日（火）11時～7月21日（水）16時
2．開催地

メイン会場：ＴＦＴビル（東館9階）
〒135-0063東京都江東区有明3-11-1

3．大会構成員
規約第13条により大会構成員を次のとおりとします。

（1）代議員 184名
代議員数の基準は、会費納入組合員数に応じ、下表のとおり。
加盟組織毎の代議員定数は、別添の定数表のとおり。（略）

（2）特別代議員 青年協・女性協 各2名
（3）役員 中央執行委員 31名

会計監査委員 3名
（4）選挙管理委員 4名
◆メイン会場では傍聴者は受け付けません。
傍聴者にはYouTubeによる配信を行います。

4．代議員の登録（略）
5．大会議事
（1）承認事項

①2020年度会計報告・会計監査報告、②共済事業報告・事業
方針・規約改正・次年度共済運営委員の選出、③次年度選挙
管理委員の選出、④顧問の委嘱

（2）採決事項
①第1号議案「2021年度運動方針（案）」
②第2号議案「2021年度予算（案）」

（3）投票を要する案件
①秋闘産別スト権投票、②次年度役員選挙

（以下、略） 以上

厚
労
省
に
要
請
書
を
渡
す

森
田
し
の
ぶ
委
員
長

6
月
3
日
、
75
歳
以
上
の
約
3

7
0
万
人
の
医
療
費
窓
口
負
担
を

1
割
か
ら
2
割
に
引
き
上
げ
る

「
医
療
費
窓
口
負
担
2
倍
化
法
案
」

の
参
院
厚
労
委
員
会
で
の
採
決
強

行
に
抗
議
す
る
集
会
が
衆
院
第
2

議
員
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
反

対
署
名
7
0
5
5
人
分
が
提
出
さ

れ
、
累
計
1
0
5
万
3
0
4
5
人

分
と
な
り
ま
し
た
。

集
会
で
日
本
医
労
連
・
佐
々
木

悦
子
中
央
副
執
行
委
員
長
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
で
国
民
全
体
が
困
難
を
強

い
ら
れ
て
い
る
今
こ
そ
、政
府
は
、

社
会
保
障
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
補

償
を
手
厚
く
行
い
、
す
べ
て
の
国

民
が
安
心
し
て
人
間
ら
し
い
生
活

が
送
れ
る
政
策
を
打
ち
出
す
べ
き

で
す
」
「
国
民
の
い
の
ち
や
生
活

を
な
い
が
し
ろ
に
す
る
高
齢
者
の

医
療
費
窓
口
負
担
2
倍
化
法
案
の

強
行
採
決
は
許
せ
ま
せ
ん
」
と
訴

え
ま
し
た
。
行
動
提
起
し
た
日
本

高
齢
期
運
動
連
絡
会
の
武
市
和
彦

事
務
局
長
は
「
2
0
2
2
年
10
月

ま
で
に
法
案
を
実
施
さ
せ
な
い
取

り
組
み
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

発
文
書
1
3
7
7
号

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
で

の
特
別
な
対
応
に
つ
い

て
、
発
出
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ

陽
性
に
な
っ
た
場
合
、
診

断
書
ま
た
は
宿
泊
・
自
宅

療
養
証
明
書
を
提
出
い
た

だ
き
、
入
院
・
ホ
テ
ル
療

養
の
期
間
は
入
院
給
付
、

自
宅
療
養
の
期
間
は
休
業

給
付
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
入
院
が

必
要
な
の
に
自
宅
療
養
に

な
っ
た
場
合
は
休
業
給
付

に
な
る
、
陽
性
に
な
っ
て

も
入
院
待
機
期
間
が
支
給

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が

あ
る
な
ど
検
討
課
題
が
あ

り
ま
し
た
。

第
6
回
運
営
委
員
会
で

新
型
コ
ロ
ナ
の
特
別
な
対

応
と
し
て
、
陽
性
判
明
日

か
ら
就
業
制
限
解
除
日
ま

で
は
、
自
宅
療
養
に
つ
い

て
も
入
院
給
付
と
扱
う
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。「
就

業
制
限
通
知
」
「
就
業
制

限
解
除
通
知
」
な
ど
で
陽

性
判
明
日
・
就
業
制
限
解

除
日
を
確
認
し
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
で
給
付
済
み
の

加
入
者
も
「
個
人
・
火
災

共
済
共
済
金
支
払
請
求

書
」
で
再
請
求
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
審
査
を
行
い
、

不
足
分
を
給
付
し
ま
す
。

就
業
制
限
が
解
除
さ
れ
た

後
に
、
体
調
不
良
で
療
養

す
る
場
合
は
「
病
気
・
ケ

ガ
」
で
の
給
付
と
同
じ
扱

い
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

発
言
す
る
佐
々
木
悦
子
副
委
員
長

「
骨
太
の
方
針
2
0
2
0

年
」
で
は
、
感
染
症
拡
大
は

「
各
国
の
い
わ
ば
脆
弱
な
部

分
を
攻
め
て
き
て
い
る
」
と

し
、
日
本
で
は
「
デ
ジ
タ
ル

化
・
オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
遅
れ
」

を
指
摘
し
て
、
こ
の
機
に
乗

じ
て
菅
政
権
は
デ
ジ
タ
ル
庁

の
設
置
含
め
て
、
一
気
に
オ

ン
ラ
イ
ン
化
を
推
進
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。菅
首
相
は
、

デ
ジ
タ
ル
戦
略
の
基
本
方
針

に
基
づ
い
て
、
第
2
0
4
回

通
常
国
会
に
デ
ジ
タ
ル
関
連

法
案
を
提
出
し
ま
し
た
。

日
本
は
こ
れ
ま
で
デ
ジ
タ

ル
化
に
社
会
と
し
て
の
戦
略

を
も
た
ず
、
基
盤
整
備
も
ま

と
も
に
整
備
し
な
い
で
、
デ

ジ
タ
ル
資
本
・
民
間
企
業
の

活
動
に
委
ね
て
き
た
こ
と
か

ら
、
国
際
的
に
立
ち
遅
れ
て

い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
も
進
ま
ず
、
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
オ
ン
ラ
イ

ン
も
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
進

ま
な
い
最
大
の
要
因
は
個
人

情
報
保
護
の
甘
さ
と
不
安
、

国
家
管
理
へ
の
警
戒
心
が
あ

る
か
ら
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で

の
感
染
予
防
の
一
つ
で
あ
る

フ
ィ
ジ
カ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
へ
の
対
応
か
ら
、
接
触
確

認
ア
プ
リ
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ａ
」

な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用

が
、
一
定
進
展
し
て
い
ま
す

が
、
政
府
は
こ
れ
を
絶
好
の

機
会
と
し
て
具
体
化
を
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

医
療
に
お
け
る

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

医
療
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
推
進
で
は
、
厚
労
省
の

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
集
中
改
革
プ

ラ
ン
は
、
①
電
子
処
方
箋
の

仕
組
み
、
②
患
者
や
全
国
の

医
療
機
関
で
医
療
情
報
を
確

認
で
き
る
仕
組
み
、
③
自
身

の
保
険
医
療
情
報
を
活
用
で

き
る
Ｐ
Ｈ
Ｒ
（
Ｐ
ｅ
ｒ
ｓ
ｏ

ｎ
ａ
ｌ
Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
Ｒ

ｅ
ｃ
ｏ
ｒ
ｄ
）
の
仕
組
み
を

2
0
2
0
年
度
中
に
運
用
す

る
と
し
ま
し
た
。
本
格
稼
働

が
10
月
ま
で
延
期
と
な
っ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
連
動
さ
せ
て
紐
づ
け
、

デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
可

能
と
な
り
ま
す
。

2
0
1
9
年
5
月
の
改
正

健
康
保
険
法
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
電
子
資

格
確
認
が
法
制
化
さ
れ
、
省

令
で
健
康
保
険
証
で
の
資
格

確
認
と
な
り
、
メ
イ
ン
が
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
な
っ

て
い
ま
す
。
経
団
連
は
、
Ｐ

Ｈ
Ｒ
を
個
人
起
点
で
の
健
康

管
理
・
予
防
対
策
に
不
可
欠

な
基
盤
と
し
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
へ
の
個
人
の
医
療
デ
ー

タ
の
蓄
積
等
を
主
張
し
て
い

ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
個
人
デ
ー

タ
を
紐
づ
け
し
、
企
業
が
Ｐ

Ｈ
Ｒ
に
蓄
積
さ
れ
た
個
人
デ

ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
を
ね

ら
う
も
の
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
活
用
に
は
前
の

め
り
で
あ
る
一
方
で
、
個
人

情
報
保
護
は
軽
視
さ
れ
て
い

ま
す
。
菅
政
権
が
今
国
会
に

提
出
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
関
連

5
法
案
」
の
基
本
理
念
に
は

「
個
人
情
報
保
護
」
の
文
言

が
な
い
こ
と
を
み
て
も
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
な
い
が
し

ろ
に
し
て
利
活
用
を
優
先
し

て
い
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

医
療
分
野
の
ほ
か
、
国
税

還
付
・
年
金
給
付
・
各
種
給

付
金
な
ど
の
公
金
、
障
害
者

手
帳
や
在
留
カ
ー
ド
、
各
種

免
許
・
国
家
資
格
、
学
校
や

社
会
教
育
に
お
け
る
学
習
履

歴
デ
ー
タ
な
ど
も
対
象
に
し

て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応

デ
ジ
タ
ル
化
は
急
速
に
進

め
ら
れ
て
き
て
お
り
、
私
た

ち
労
働
組
合
も
議
論
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
デ

ジ
タ
ル
化
そ
れ
自
身
が
問
題

で
は
な
く
、
学
術
の
進
展
の

成
果
で
あ
り
、
人
類
の
多
く

の
普
遍
性
を
も
た
ら
す
可
能

性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
問
題

は
そ
れ
を
活
用
し
て
デ
ジ
タ

ル
資
本
の
利
益
拡
大
や
、
国

家
に
よ
る
個
人
的
な
管
理
を

進
め
て
、
本
来
多
く
の
人
が

享
受
す
べ
き
利
便
性
が
妨
げ

ら
れ
、
か
え
っ
て
格
差
を
拡

大
し
て
い
く
手
段
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
は
避
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
デ
ジ
タ
ル

技
術
は
社
会
共
通
の
生
活
や

生
産
の
基
盤
で
あ
り
、
極
め

て
公
共
的
な
性
格
を
持
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ

の
性
格
に
ふ
さ
わ
し
い
管
理

や
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕
組
み

を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
デ
ー
タ
資
本
・

民
間
企
業
の
自
由
な
活
動
に

委
ね
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

情
報
公
開
や
国
民
が
直
接
管

理
や
監
視
す
る
仕
組
み
や
、

個
人
情
報
保
護
の
精
神
を
飛

躍
的
に
高
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

鎌
倉
幸
孝

厚
労
省
へ
要
望
提
出

医療費窓口負担２倍化法案
参院厚労委での採決強行に抗議
医療費窓口負担２倍化法案
参院厚労委での採決強行に抗議

2
0
2
2
年
度

概

算

要

求

2
0
2
2
年
度

概

算

要

求

菅政権が進めるデジタル社会

新型コロナの特別な対応について

日本医労連
第71回定期大会公示

日本医労連
第71回定期大会公示


